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「
市
民
健
康
部
」「
教
育
委
員
会
」「
市

立
病
院
」
の
所
管
事
務
を
調
査
、
研
究

し
て
き
ま
し
た
。
４
年
間
に
市
民
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
陳
情
・
要
望
書
の
審
査
結

果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

【
留
萌
市
立
病
院
訪
問
診
療
継
続
願
い
】

　

医
師
の
退
職
な
ど
に
よ
っ
て
体
制
維

持
が
困
難
と
な
り
、
平
成
27
年
11
月
末

で
在
宅
医
療
支
援
室
を
閉
鎖
。
利
用

者
か
ら
在
宅
医
療
継
続
の
陳
情
が
届

き
、
審
査
の
結

果
「
在
宅
診
療

対
象
家
族
と
家

族
へ
の
不
安
解
消
の
た
め
の
誠
意
あ
る

対
応
を
す
る
こ
と
」
な
ど
の
要
望
を
し

て
『
趣
旨
採
択
』
と
し
ま
し
た
。

【
公
衆
浴
場
（
銭
湯
）
の
再
開
と
対
策
】　

　

平
成
28
年
５
月
に
市
内
の
銭
湯
が
な

く
な
り
、「
銭
湯
の
再
開
か
こ
れ
に
代

わ
る
対
策
に
つ
い
て
」
の
陳
情
が
寄
せ

ら
れ
、
審
査
の
結
果
「
行
政
に
お
い
て

は
、
浴
場
を
取
り
巻
く
地
域
事
情
に
鑑

み
、
公
衆
浴
場
の
確
保
の
た
め
の
特
別

措
置
に
関
す
る
法
律
の
趣
旨
に
基
づ
い

て
、
政
策
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
な
ど

の
さ
ら
な
る
努
力
を
期
待
す
る
」
と
付

帯
意
見
を
提
出
し
、『
趣
旨
採
択
』
と
し

　
「
総
務
部
」「
地
域
振
興
部
」「
都
市
環

境
部
」
の
所
管
事
務
を
調
査
、
研
究
し

て
き
ま
し
た
。

　
「
船
場
公
園
事
業
」
に
お
い
て
は
、市

街
地
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
広
場
の
確
保

や
交
流
拠
点
と
し
て
新
た
な
観
光
ゾ
ー

ン
の
創
出
の
た
め
に
、
平
成
9
年
5
月

に
都
市
計
画
決
定
お
よ
び
事
業
認
可
を

受
け
、
28
年
５
月
か
ら
供
用
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

　

管
理
棟
1
階

に
は
「
イ
ベ
ン

ト
ホ
ー
ル
」「
体

験
学
習
室
」「
24
時
間
開
放
ト
イ
レ
」。2

階
に
は
「
展
望
休
憩
室
」「
屋
上
テ
ラ

ス
」
が
あ
り
、
多
く
の
市
民
や
観
光
客

が
集
う
公
園
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

現
在
、「
船
場
公
園
」
は
、
留
萌
の

玄
関
口
と
し
て
来
訪
者
を
迎
え
、
ま
ち

な
か
へ
の
誘
導
を
図
り
、
賑
わ
い
の
創

出
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、「
道
の
駅
」

の
登
録
に
向
け
た
協
議
を
進
め
て
い
ま

す
。
市
は
、「
道
の
駅
」
整
備
検
討
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
市
民

か
ら
の
意
見
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

「
留
萌
市
道
の
駅
基
本
計
画
（
素
案
）」

ま
し
た
。

【
留
萌
幼
児
療
育
通
園
セ
ン
タ
ー
新
築
】

　

平
成
28
年
11
月
に
老
朽
化
し
た
留
萌

幼
児
療
育
通
園
セ
ン
タ
ー
の
新
築
移
転

に
関
す
る
要
望
書
に
対
し
「
行
政
に
お

い
て
は
、
建
設
場
所
に
つ
い
て
財
政
状

況
を
勘
案
し
な
が
ら
、
現
状
の
教
育
財

産
の
利
活
用
を
中
心
に
審
査
・
検
討
を

早
急
に
対
応
す
る
こ
と
」
の
付
帯
意
見

を
提
出
し
、『
趣
旨
採
択
』
と
し
ま
し
た
。

【
市
立
病
院
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
コ
ー
ナ
ー
設
置
】

　

留
萌
市
立
病
院
院
外
処
方
箋
送
信
の

た
め
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
コ
ー
ナ
ー
設
置
に
関
す

る
陳
情
は
、
審

査
の
結
果
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
を
実
現
す
る
に
あ
た
り
、
患
者

さ
ま
本
位
の
健
康
維
持
増
進
と
か
か
り

つ
け
薬
局
制
度
の
推
進
に
向
け
、
病
院

と
薬
剤
師
会
な
ど
の
多
職
種
連
携
に
よ

る
充
実
し
た
チ
ー
ム
医
療
の
構
築
が
不

可
欠
で
あ
る
」
な
ど
の
付
帯
意
見
を
提

出
し
、

『
趣
旨

採
択
』

と
し
ま

し
た
。

を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
納
税 

留
萌
市
応
援
寄
附

事
業
」
に
お
い
て
は
、
留
萌
市
の
返
礼

品
の
種
類
が
27
年
に
は
6
種
類
で
し
た

が
、
現
在
は
39
種
類
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
人
気
の
返
礼
品
は
、「
南

る
も
い
産
ゆ
め
ぴ
り
か
」「
か
ず
の
子
」

「
あ
わ
び
」
な
ど
で
、全
国
各
地
か
ら
応

援
寄
附
金
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
も

導
入
さ
れ
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、ふ

る
さ
と
納
税
を
簡
単
に
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

今
後
も
、
こ

れ
ま
で
以
上
に

担
当
所
管
や
議

員
間
に
お
い
て
活
発
に
議
論
を
重
ね
、

市
政
に
対
し
て
多
く
の
市
民
の
意
見
を

反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

第
２
常
任
委
員
会

第
１
常
任
委
員
会

▲留萌幼児療育通園センター

▲「道の駅」の登録に向けた協議が進む
船場公園管理棟

４年間を
振り返って

４年間を
振り返って

笑
顔
が
広
が
る
通
園
セ
ン
タ
ー

期
待
が
高
ま
る「
道
の
駅
」

　

16
人
の
議
員
で
活
動
し
て
き
た
留
萌
市
議
会
の
４
年
間
を
振
り
返
り
、
主
な
活
動
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
特
に
議
会
全
体
で
取
り
組
ん
だ
特
別
委
員
会
、
各
常
任
委
員
会
、
組
合
議
会
に
つ

い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。
こ
の
４
年
間
に
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
数
々
の
意
見
を
議

会
と
し
て
、
反
映
で
き
る
よ
う
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

４
年
間
を
振
り
返
っ
て

特 集【
第
６
次
総
合
計
画
策
定
に
向
け
て
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

第
６
次
留
萌
市
総
合
計
画

（
２
０
１
７
～
２
０
２
６
）、
留
萌
市

総
合
戦
略（
２
０
１
５
～
２
０
１
９
）

策
定
に
向
け
「
地
方
創
生
及
び
総
合

計
画
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
を
設

置
し
、
調
査
研
究
・
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

【
Ｊ
Ｒ
留
萌
線
対
策
会
議
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

平
成
28
年
12
月
に
留

萌
線
の
留
萌
―
増
毛
間

が
廃
止
と
な
り
、
そ
の

後
留
萌
深
川
間
も
廃
止

の
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
留

萌
線
沿
線
の
自
治
体
の
動
向
も
含
め
、

調
査
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
留
萌
市
か
ず
の
子
条
例
制
定
】　　

　

留
萌
市
議
会
は
、
加
工
生
産
量
日

本
一
を
誇
る
留
萌
の
か
ず
の
子
の
新

た
な
消
費
拡
大
を
促
進
す
る
た
め

「
留
萌
市
か
ず
の
子
条
例
」を
平
成
28

年
9
月
に
制
定
し
ま
し
た
。
市
内
で

開
催
の
飲
食
イ
ベ
ン
ト
や
「
学
校
給

食
」
で
か
ず
の
子
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

【
市
民
と
議
会
の
意
見
交
換
会
】　　

　

市
民
に
分
か
り
や
す
く
、
開
か
れ

た
議
会
づ
く
り
を
目
指
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
意
見
交
換
会
を
開
催
。

１
回
目
は
、
54
人
の
市
民
が
参
加
し

ま
し
た
。
平
成
29
年
8
月
に
は
、
選

挙
権
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ

た
こ
と
も
あ
り
「
中
学
・
高
校
生
と

の
意
見
交
換
会
」
を
開
催
。
留
萌
の

魅
力
や
公
共
施
設
に
つ
い
て
意
見
を

伺
い
ま
し
た
。

【
議
員
定
数
を
16
人
か
ら
14
人
】　　

　

議
員
定
数
に
関
す
る
特
別
委
員
会

を
設
置
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
市
民

と
の
意
見
交
換
会
を
経
て
、
全
委
員

に
よ
る
協
議
の
結
果
、
２
人
削
減
の

14
人
と
な
り
ま
し
た
。

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
開
始
】　　

　

平
成
30
年
第
４
回
定
例
会
の
一
般

質
問
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
議
会
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め
る
た
め
の
重

点
項
目
の
一
つ
。
一
般
質
問
中
で
あ

れ
ば
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
視
聴
で
き

ま
す
。
ま
た
、
留
萌
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
ラ
イ
ブ
中
継
及
び
録
画

配
信
は
こ
ち
ら
」
か
ら

も
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で

視
聴
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

議
会
基
本
条
例
検
証
か
ら
進
め
た

議
会
改
革
～
議
員
定
数
14
人
に
～
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議
会
運
営
委
員
会
は
、
議
会
運
営
に

関
す
る
こ
と
、
市
民
と
の
意
見
交
換
会

の
開
催
、
議
会
基
本
条
例
の
検
証
を
行

い
ま
し
た
。
行
政
の
施
策
を
議
論
す
る

常
任
委
員
会
に
対
し
、
議
会
運
営
委
員

会
は
第
３
の
委
員
会
と
言
わ
れ
、
議
会

を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
正
副
議
長
の

諮
問
委
員
会
で
す
。

　

内
容
と
し
て
は
、
市
民
と
の
意
見
交

換
会
を
年
１
回
開
催
し
ま
し
た
。
１
回

目
は
、
テ
ー
マ

を
決
め
て
議
会

報
告
と
意
見
交

換
。
２
回
目
は
、
総
合
計
画
に
つ
い
て

約
30
団
体
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
も
印
象
に
残
っ
た
の
が
、

「
中
学
・
高
校
生
と
の
意
見
交
換
会
」
で

あ
り
、
多
く
の
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ

き
、
今
後
の
議
会
活
動
に
大
い
に
参
考

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
・
高
校

生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
議
員
と
の

意
見
交
換
会
は
、
日
常
で
は
体
験
で
き

な
い
経
験
と
な
り
、
議
会
に
対
す
る
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

議
会
基
本
条
例
の
検
証
で
は
、
さ
ま

　

留
萌
南
部
衛
生
組
合
は
、（
留
萌
市
・

増
毛
町
・
小
平
町
）
一
般
廃
棄
物
、
火

葬
場
、
し
尿
処
理
に
関
す
る
共
同
処
理

を
行
っ
て
お
り
、
設
置
さ
れ
て
い
る
６

施
設
「
資
源
化
施
設
」「
最
終
処
分
施

設
」「
生
ご
み
処
理
施
設
」「
有
害
鳥
獣

焼
却
施
設
」「
衛
生
セ
ン
タ
ー
」「
や
す

ら
ぎ
聖
苑
」
の
運
営
や
課
題
な
ど
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

【
資
源
化
施
設
（
留
萌
市
）】

　

プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
、
紙

製
容
器
、
ビ
ン
、

缶
な
ど
を
収
集
し
て
い
ま
す
が
、
平
成

30
年
11
月
の
プ
ラ
製
容
器
分
別
調
査
で
、

留
萌
市
が
前
回
の
適
正
率
63
・
３
％
か

ら
48
・
９
％
に
低
下
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
な
お
、
30
年
度
の
資

源
物
売
払
収
入
は
、
１
１
２
６
万
１
千

円
で
し
た
。

【
最
終
処
分
施
設
（
増
毛
町
）】

　

可
燃
系
埋
立
ご
み
、
不
燃
系
埋
立
ご

み
の
処
分
施
設
は
、
平
成
26
～
40
年
度

（
15
年
間
）
埋
立
期
間
で
、31
年
度
末
で

不
燃
系
埋
立
区
画
が
１
０
３
・
１
％
の

埋
立
率
と
な
る
こ
と
か
ら
、「
32
年
の
早

い
時
期
に
10
日
間
ほ
ど
か
け
、
屋
根
移

　

留
萌
消
防
組
合
議
会
は
、
留
萌
市
と

小
平
町
で
構
成
す
る
一
部
事
務
組
合
議

会
で
あ
り
、留
萌
市
選
出
議
員
５
人
、小

平
町
選
出
議
員
３
人
の
計
８
人
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
か
ら
の
４
年
間
を
振
り
返

る
と
、
27
年
に
は
新
し
い
消
防
庁
舎
建

設
が
完
了
し
、
翌
年
に
は
外
構
を
含
む

工
事
が
完
了
、
併
せ
て
消
防
デ
ジ
タ
ル

無
線
、
消
防
緊
急
通
信
指
令
台
の
整
備

を
行
い
、
地
域

防
災
拠
点
で
あ

る
消
防
施
設
の

更
新
整
備
を
図

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
消
防

車
両
の
更
新
整
備
に
つ
い
て
も
、
28
年

に
小
平
消
防
署
の
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
、
29
年
に
留
萌
消
防
署
の
救
助

工
作
車
、
30
年
に
留
萌
消
防
署
の
水
槽

付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
更
新
し
、
留

萌
市
・
小
平
町
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
と

っ
て
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の

一
助
と
な
れ
た
こ
と
は
、
私
た
ち
消
防

議
会
に
と
っ
て
も
大
変
喜
ば
し
い
こ
と

で
あ
り
ま
し
た
。

　

稚
内
地
区
消
防
事
務
組
合
、
南
宗
谷

消
防
組
合
へ
の
行
政
視
察
を
行
い
、
他

　

議
会
広
報
常
任
委
員
会
は
４
年
前
に

特
別
委
員
会
か
ら
常
任
委
員
会
と
し
て

８
人
の
委
員
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

広
報
誌
を
作
成
す
る
「
広
報
誌
班
４

人
」、
か
わ
ら
版
の
作
成
・
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
管
理
担
当
の
「
か
わ
ら
版
班

４
人
」
の
２
班
で
構
成
さ
れ
、
班
ご
と

に
活
動
し
な
が
ら
、
各
班
の
報
告
や
取

り
組
み
に
対
し
、
常
任
委
員
会
で
毎
月

議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
か

ら
は
、
一
般
質

問
が
エ
フ
エ
ム

も
え
る
の
ラ
ジ
オ
放
送
で
開
始
。
２
年

前
か
ら
全
国
各
地
で
同
時
刻
に
聞
く
こ

と
が
可
能
な
サ
イ
マ
ル
放
送
を
導
入
し
、

ラ
ジ
オ
放
送
時
に
は
世
界
中
の
ど
こ
で

で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
一
般
質
問
を

聞
く
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
以
前
は
か
わ
ら
版
の
掲
示
場

所
と
し
て
、
る
も
い
プ
ラ
ザ
や
市
立
病

院
、
市
役
所
な
ど
８
カ
所
の
公
共
施
設

で
し
た
が
、
18
歳
選
挙
権
導
入
時
に
留

萌
高
校
に
も
掲
示
し
、
そ
の
後
留
萌
駅
、

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
の
公
共
交
通
の

場
に
も
張
り
出
し
、
よ
り
多
く
の
市
民

に
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に
掲
示
場
所
の

ざ
ま
な
課
題
が
抽
出
さ
れ
、
直
ぐ
に
で

き
る
こ
と
や
こ
れ
か
ら
進
め
て
い
く
こ

と
な
ど
を
整
理
し
、
最
近
で
は
一
般
質

問
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
や
常
任
委

員
会
の
議
事
録
公
開
の
決
定
な
ど
、
一

定
の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
今
期
は
行
政
視
察
が
復
活
し

た
こ
と
も
あ
り
、
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に

向
け
、
先
進
地
で
の
勉
強
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
会
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
向
け
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
や
議
会
モ
ニ
タ
ー

制
度
の
導
入
な

ど
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
の
距
離

を
縮
め
て
行
け
る
よ
う
な
議
会
改
革
を

議
論
し
て
き
ま
し
た
。

設
を
行
う
こ
と
」
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

【
生
ご
み
処
理
施
設
（
小
平
町
）】

　

生
ご
み
処
理
施
設
の
菌
体
が
、
通
路

に
山
積
み
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
適
切

な
対
応
を
す
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

【
有
害
鳥
獣
焼
却
施
設
（
小
平
町
）】

　

３
市
町
指
定
の
有
害
鳥
獣
は
、
留
萌

市
（
エ
ゾ
シ
カ
、
ア
ラ
イ
グ
マ
）
増
毛

町
（
エ
ゾ
シ
カ
、
カ
ラ
ス
、
ア
ラ
イ
グ

マ
、ネ
ズ
ミ
）
小
平
町
（
エ
ゾ
シ
カ
、ア

ラ
イ
グ
マ
）。
平
成
30
年
度
は
、
留
萌

市
、増
毛
町
、小

平
町
合
わ
せ
て

６
５
６
頭
を
受

け
入
れ
、
ほ
と
ん
ど
が
エ
ゾ
シ
カ
。
道

路
な
ど
の
死
亡
動
物
は
３
６
３
頭
焼
却

さ
れ
て
い
ま
す
。

【
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
留
萌
市
）】

　

衛
生
セ
ン
タ
ー
は
、
設
置
か
ら
40
年

が
経
過
し
、
老
朽
化
に
よ
る
修
繕
が
多

い
た
め
、

現
在
施

設
の
延

命
化
を

協
議
し

て
い
ま

す
。

都
市
の
先
進
的
な
消
防
・
防
災
体
制
に

触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
消
防
議
会
と
し

て
一
層
見
識
を
深
め
、
留
萌
市
・
小
平

町
の
地
域
特
性
に
合
致
し
た
消
防
・
防

災
体
制
充
実
強
化
の
必
要
性
を
改
め
て

認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
今
の
消
防
行
政
推
進
に
当
た
っ
て

は
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ
る

消
防
団
員
不
足
や
救
急
需
要
の
急
増
な

ど
、
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
多

岐
に
亘
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
各
地

で
頻
発
す
る
地
震
や
異
常
気
象
に
よ
り
、

「
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
わ

か
ら
な
い
」
と

い
う
こ
と
を
誰

も
が
痛
感
さ
せ

ら
れ
、
今
ま
で

以
上
に
住
民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
即

応
で
き
る
消
防
体
制
が
望
ま
れ
て
い
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

留
萌
消
防
組
合
議
会
と
し
て
、
現
有

消
防
施
設
の
よ
り
効
率
的
な
運
用
方
法

を
研
究
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
消

防
力
の
向
上
と
地
域
防
災
・
災
害
対
応

に
最
大
限
の
効
果
を
発
揮
で
き
る
消
防

体
制
構
築
を
目
指
し
、
留
萌
市
・
小
平

町
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
安

心
・
安
全
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

拡
大
を
図
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
29
年
10
月
に
は
、
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

配
信
の
議
会
中
継
や
議
員
自
ら
議
会
基

本
条
例
の
遵
守
や
目
的
達
成
度
を
ア
ッ

プ
す
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
導

入
し
て
い
る
倶
知
安
町
議
会
と
登
別
市

議
会
に
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
留

萌
市
議
会
に
お
い
て
も
、
全
議
員
で
チ

ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
試
験
的
に
実
施
し
ま

し
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
進
ん
で
い
る
視
察
地
の

取
り
組
み
を
倣
い
、
留
萌
市
議
会
で

一
般
質
問
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
す
る
こ
と

を
議
会
運
営
委
員
会
に
報
告
し
た
結
果
、

30
年
12
月
定
例
会
か
ら
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
で
の
配
信
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

議
会
広
報
常
任
委
員
会

消
防
組
合
議
会

南
部
衛
生
組
合
議
会

▲市内各所に掲示している「議会かわ
ら版」

４年間を
振り返って

４年間を
振り返って

４年間を
振り返って

４年間を
振り返って

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
を
検
討

課
題
は
分
別
適
正
化
率

地
域
防
災
力
の
さ
ら
な
る

向
上
・
充
実
を
目
指
し
て

一
般
質
問
の
ネ
ッ
ト
中
継

▲今回初めて開催した「中学・高校生と
の意見交換会」▲衛生センター（留萌市）
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制
が
取
れ
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。
な
る
べ

く
早
く
開
設
で
き
る
よ
う
に
準
備
し
た
い
。

坂さ
か
も
と本　

 

茂し
げ
る

無
　
会
　
派

質
問

留
萌
の
産
業
振
興
に
つ
い
て

　

留
萌
の
農
業
と
農
業
経
営
持
続
の
た
め
に

農
作
業
を
委
託
で
き
る
体
制
の
拡
充
は
喫
緊

の
課
題
。
ま
た
、
昨
年
７
月
の
豪
雨
で
農
地

の
７
割
が
水
没
す
る
様
な
水
害
は
、
作
物
へ

の
被
害
に
と
ど
ま
ら
ず
生
産
者
に
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
た
。
留
萌
川
水
系
に
お
い
て

は
、
市
街
地
の
洪
水
対
策
は
ほ
ぼ
完
了
し
て

い
る
も
の
の
、
大
和
田
遊
水
池
か
ら
上
流
の

水
害
対
策
は
極
め
て
不
十
分
。
河
川
敷
内
の

雑
木
伐
採
を
は
じ
め
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。

　

留
萌
の
漁
業
は
、
大
学
の
協
力
を
得
て
行

政
・
漁
業
者
・
漁
協
が
連
携
し
て
研
究
開
発

に
取
り
組
み
貴
重
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
こ

と
は
高
く
評
価
さ
れ
る
。
こ
の
連
携
体
制
の

も
と
で
「
留
萌
の
漁
業
の
将
来
展
望
」
を
構

築
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
。

答
弁

農
業
者
の
高
齢
化
と
と
も
に
農
作
業

の
受
託
組
織
の
新
た
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ

て
い
る
。
法
人
化
や
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
組
織

な
ど
、
市
と
し
て
で
き
る
形
で
支
援
し
て
い

き
た
い
。
留
萌
の
漁
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
成
果
を
生
か
す
方
向
で
取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
い
る
の
で
、
支
援
し
て
い
き
た
い
。

質
問

子
ど
も
と
教
育
に
つ
い
て

　

こ
の
４
月
か
ら
の
保
育
所
入
所
を
申
し
込

み
な
が
ら
も
、
入
所
で
き
な
い
子
ど
も
が
45

人
発
生
し
て
い
る
。保
育
は
行
政
の
責
任
、一

日
も
早
い
解
消
を
望
む
。
子
ど
も
が
自
由
に

遊
べ
る
施
設
の
建
設
、
神
居
岩
ス
キ
ー
場
の

再
開
。
教
職
員
の
長
時
間
労
働
解
消
の
た
め
、

市
・
教
育
委
員
会
が
で
き
る
こ
と
と
根
本
的

な
解
決
策
は
。

▲再開が望まれる神居岩スキー場

答
弁

45
人
の
待
機
児
童
の
解
消
に
つ
い
て

は
、
萌
幼
会
と
連
携
し
て
保
育
士
の
確
保
に

努
め
つ
つ
、
幼
稚
園
で
の
延
長
保
育
に
お
願

い
す
る
方
向
と
、
市
と
し
て
「
小
規
模
保
育

所
開
設
」
な
ど
解
消
に
全
力
を
挙
げ
る
。
子

ど
も
た
ち
が
自
由
に
遊
べ
る
施
設
に
つ
い
て

は
、
旧
施
設
の
利
活
用
や
道
の
駅
構
想
と
の

関
係
も
含
め
研
究
し
た
い
。
ス
キ
ー
場
再
開

は
関
係
者
と
話
を
進
め
る
。
教
職
員
の
長
時

間
労
働
解
消
に
向
け
、
市
・
教
育
委
員
会
と

し
て
は
学
習
補
助
員
を
配
置
す
る
こ
と
と
国

や
北
海
道
に
対
し
て
定
員
を
増
や
す
よ
う
要

請
す
る
。

鵜う
し
ろ城　

雪ゆ
き
こ子

萌
　
政
　
会

質
問

道
の
駅
開
業
に
つ
い
て

　

留
萌
市
の
財
政
調
整
基
金
が
標
準
財
政
規

模
の
20
％
以
上
の
残
高
確
保
を
目
指
す
と
い

う
こ
と
だ
が
、
平
成
28
年
に
は
20
億
以
上
あ

っ
た
残
高
が
30
年
度
末
に
は
約
15
億
円
、
31

年
に
は
約
11
億
円
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

現
在
、
市
は
貯
金
を
切
り
崩
す
厳
し
い
財

政
状
況
で
あ
り
、
病
院
の
莫
大
な
赤
字
問
題

や
待
機
児
童
45
人
と
い
う
今
ま
で
に
例
の
な

い
問
題
な
ど
を
多
く
抱
え
る
中
で
、
道
の
駅

開
業
を
な
ぜ
高
規
格
道
路
開
通
の
時
期
に
合

わ
せ
、
急
ぐ
必
要
が
あ
る
の
か
、
市
民
が
納

得
で
き
る
よ
う
に
市
長
の
明
確
な
お
考
え
を

お
聞
き
し
た
い
。

答
弁

15
億
円
以
上
の
財
政
調
整
基
金
は
必

要
だ
と
思
う
。
実
質
赤
字
比
率
を
出
さ
な
い

こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
赤
字
を
出
す
と
何
か

し
よ
う
と
し
て
も
で
き
な
く
な
る
。

　

道
の
駅
を
優
先
す
る
と
か
他
の
こ
と
を
優

先
す
る
と
か
よ
り
は
、
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
対
し
、
で
き
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
財

政
的
に
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。

　

高
規
格
道
路
開
通
の
流
れ
の
中
に
乗
っ
て

い
き
た
い
と
い
う
思
い
で
あ
る
。

質
問

三
泊
埠
頭
風
車
建
設
に
つ
い
て

　

留
萌
港
三
泊
埠
頭
に
高
さ
１
５
０
ｍ
の
風

車
を
２
基
建
て
る
た
め
の
協
議
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

　

三
泊
埠
頭
の
石
炭
ヤ
ー
ド
は
道
内
で
も
類

を
見
な
い
ほ
ど
住
宅
地
に
近
い
が
、
長
年
石

炭
の
粉
塵
問
題
で
悩
ん
で
き
た
三
泊
町
や
塩

見
町
の
住
民
の
環
境
問
題
に
対
し
、
市
は
現

状
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
お
聞

き
し
た
い
。

　

さ
ら
に
、
留
萌
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
水

産
業
に
与
え
る
影
響
も
考
え
ら
れ
る
が
、
併

せ
て
お
聞
き
し
た
い
。

答
弁

現
在
、
風
車
を
設
置
予
定
で
話
を
進

め
て
い
る
。

　

環
境
に
対
す
る
影
響
は
、
三
泊
特
有
の
石

炭
粉
塵
で
生
活
環
境
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

今
後
、
専
門
的
な
分
野
で
事
業
予
定
者
が
自

主
的
に
調
査
す
る
。
そ
の
内
容
に
応
じ
て
地

域
へ
の
説
明
を
事
業
者
に
求
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
水
産
業
に
影
響
は
な
い
と
考
え
る
が
、

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
出
て
く
れ
ば
公
表
し

た
い
。

戸と
み
ず水

美み

ほ

こ
保
子

留
萌
公
明
党

質
問

災
害
時
の
避
難
に
つ
い
て

　

災
害
発
生
時
、「
逃
げ
る
」
行
動
を
促
す
情

報
伝
達
に
つ
い
て
、
市
長
の
声
に
よ
り
伝
達

す
る
な
ど
、
日
頃
か
ら
の
備
え
に
関
す
る
方

策
を
検
討
す
る
考
え
は
あ
る
か
。
一
時
避
難

場
所
の
広
さ
や
建
物
の
大
き
さ
を
考
え
て
見

直
す
考
え
は
な
い
か
。
避
難
所
の
自
家
発
電

設
備
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

要
援
護
者
の
中
に
は
車
椅
子
を
使
っ
て
い

る
方
が
い
る
が
、
災
害
時
、
悪
路
に
な
っ
て

も
避
難
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
車
椅
子
補
助

具
な
ど
を
備
え
る
考
え
は
な
い
か
。

避
難
所
の
備
蓄
品
目
に
、
液
体
ミ
ル
ク
を
加

え
る
考
え
は
な
い
か
。

答
弁

２
０
２
２
年
を
目
途
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
を
活
用
し
た
新
た
な
自
動
起
動

ラ
ジ
オ
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。
導
入
時

に
は
市
庁
舎
か
ら
の
緊
急
割
り
込
み
放
送
も

可
能
な
の
で
、
市
長
の
声
で
の
呼
び
掛
け
が

確
実
な
避
難
を
促
せ
る
か
ど
う
か
も
含
め
、

検
討
し
た
い
。
避
難
場
所
に
つ
い
て
は
、
平

成
31
年
度
内
に
設
置
箇
所
を
見
直
し
、
よ
り

確
実
で
安
全
な
避
難
体
制
の
確
立
を
図
っ
て

い
く
。

　

今
年
度
中
に
策
定
す
る
市
防
災
備
蓄
計
画

の
中
で
、
指
定
避
難
所
の
停
電
対
応
を
事
業

者
と
の
優
先
調
達
の
災
害
協
定
な
ど
の
強
化

も
含
め
、
計
画
的
に
整
理
し
た
い
。

　

補
助
用
具
は
使
用
が
想
定
さ
れ
る
要
援
護

者
宅
、
自
主
防
災
組
織
の
備
蓄
資
機
材
と
し

て
設
置
す
る
方
が
有
効
だ
と
考
え
る
。
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
自
宅
設
置
時
の
支
援
制
度
を

研
究
し
た
い
。

　

液
体
ミ
ル
ク
は
保
存
期
間
が
短
い
た
め
、

事
業
者
と
の
優
先
調
達
の
協
定
締
結
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

▲前輪が浮いて人力車の様になる車椅子
用補助具

質
問

見
守
り
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

　

子
ど
も
た
ち
の
安
心
安
全
を
守
る
た
め
、

市
通
学
路
安
全
推
進
協
議
会
な
ど
が
長
年
活

動
し
て
い
る
が
、
見
守
り
効
果
を
高
め
る
方

策
と
し
て
、
周
囲
の
人
が
見
て
も
、
見
守
り

活
動
中
と
分
か
る
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答
弁

見
守
り
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
や
す
い
蛍
光
ベ
ス
ト
の
着
用
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
が
、
活
動
に
携
わ
る
方
か
ら
の
意

見
を
聞
い
て
取
り
組
み
た
い
。

村む
ら
や
ま山

ゆ
か
り

萌
芽
ク
ラ
ブ

質
問

地
域
医
療
を
守
る
た
め
に

　

医
師
・
看
護
師
な
ど
獲
得
の
た
め
の
働
き

か
け
、
奨
学
金
制
度
の
導
入
、
医
療
ク
ラ
ー

ク
育
成
な
ど
多
岐
に
渡
る
市
立
病
院
の
経
営

安
定
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
評
価
し
て
い

る
。
留
萌
市
立
病
院
の
医
師
を
は
じ
め
看
護

師
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
よ
ど
み
な
い
努
力
に

敬
服
し
て
い
る
。し
か
し
、患
者
数
の
減
少
に

伴
う
医
業
収
益
減
少
に
よ
る
資
金
不
足
に
対

し
、
平
成
30
年
度
に
３
億
円
の
特
別
支
援
が

さ
れ
て
い
る
。
市
か
ら
の
操
出
金
に
頼
っ
て

い
て
は
根
本
的
な
解
決
に
は
な
ら
な
い
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
開
催
し
、
地
域
医
療
圏

全
域
の
住
民
皆
で
考
え
る
方
法
は
な
い
の
か
。

病
院
・
行
政
・
住
民
で
組
織
す
る
「
地
域
医

療
を
守
る
会
」
の
よ
う
な
組
織
は
結
成
で
き

な
い
か
お
聞
き
し
た
い
。

答
弁

留
萌
市
立
病
院
は
、
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
お
り
、
守
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
市
民
一
人
一
人
が
、
自
分
た
ち
の
財
産

と
し
て
守
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。
市
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に

も
市
政
懇
談
会
や
健
康
づ
く
り
の
場
な
ど
で

情
報
の
共
有
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た

「
あ
り
が
と
う
ボ
ッ
ク
ス
」の
設
置
な
ど
市
民

の
動
き
が
あ
れ
ば
支
援
し
た
い
。

質
問

待
機
児
童
解
消
対
策

　

こ
の
春
か
ら
入
園
を
希
望
し
て
い
た
の
に

入
所
保
留
通
知
書
が
届
き
、
途
方
に
暮
れ
て

い
る
保
護
者
が
多
い
。
新
年
度
に
予
想
さ
れ

る
待
機
児
童
数
と
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け

て
の
対
策
を
お
聞
き
す
る
。

▲小規模保育の実施に向けて準備する留
萌市（イラストは、イメージ）

答
弁

待
機
児
童
は
、
平
成
31
年
度
当
初
見

込
み
で
、
45
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

待
機
児
童
解
消
に
向
け
、
引
き
続
き
保
育

士
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
３
～
５
歳
児
は

幼
稚
園
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
一
時
預
か
り

を
保
護
者
に
奨
励
し
た
い
。
０
～
２
歳
児
は
、

小
規
模
保
育
の
実
施
を
早
急
に
取
り
組
み
た

い
。
案
の
段
階
だ
が
、
利
用
者
が
少
な
い
春

日
児
童
セ
ン
タ
ー
で
、
市
内
の
児
童
セ
ン
タ

ー
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
い
る
保
育
士

を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
配
置
す
る
な
ど
の
体

平
成
31
年 

第
１
回
定
例
会
一
般
質
問
と
答
弁

▲風車建設の協議が進められている留萌
港三泊埠頭
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留萌市議会だより 議会です こんにちは

小お

　の野　

敏と
し
お雄

萌
芽
ク
ラ
ブ

質
問

地
元
企
業
応
援
施
策
な
ど
に
つ
い
て

　

地
元
企
業
応
援
施
策
へ
の
取
り
組
み
と
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
、
空
き
店
舗
助
成
制
度

の
利
用
促
進
に
向
け
て
の
制
限
緩
和
や
消
費

税
対
策
を
伺
う
。

答
弁

新
た
な
設
備
投
資
へ
の
支
援
、
住
宅

改
修
促
進
事
業
な
ど
現
行
制
度
の
情
報
提
供

の
ほ
か
、
活
用
し
や
す
い
制
度
の
創
設
を
検

討
す
る
。
空
き
店
舗
活
用
助
成
事
業
は
見
直

し
て
い
く
。
消
費
税
増
税
時
に
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
発
行
を
実
施
す
る
。

質
問

Ｊ
Ｒ
留
萌
線
と
道
の
駅
に
つ
い
て

　

Ｊ
Ｒ
留
萌
線
路
線
見
直
し
に
関
す
る
対
応

と
Ｊ
Ｒ
留
萌
線
を
存
続
す
る
と
し
た
場
合
、

地
元
で
６
億
円
を
負
担
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

ま
た
、
道
の
駅
基
本
計
画
に
関
す
る
進
ち
ょ

く
状
況
、
オ
ー
プ
ン
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

昨
年
11
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

早
朝
・
夜
間
の
利
用
が
多
く
、
廃
止
と
な
れ

ば
通
勤
通
学
手
段
の
確
保
が
課
題
と
な
る
と

認
識
し
た
。
で
き
る
だ
け
早
期
に
留
萌
本
線

沿
線
自
治
体
会
議
を
開
催
し
た
い
。

　

留
萌
・
沼
田
間
を
存
続
す
る
場
合
、
約

６
億
円
必
要
だ
が
、
財
政
状
況
を
み
る
と
毎

年
６
億
円
を
出
す
の
は
難
し
い
。
道
の
駅
整

備
実
現
に
向
け
て
市
の
道
の
駅
整
備
検
討
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
た
。
道
の
駅

に
参
画
意
向
の
あ
る
事
業
者
や
関
係
機
関
な

ど
を
交
え
た
意
見
交
換
会
も
開
い
て
お
り
、

３
月
中
に
は
道
の
駅
基
本
計
画
素
案
を
示
し
、

６
月
に
基
本
計
画
の
策
定
、
11
月
に
道
の
駅

登
録
申
請
を
予
定
し
て
い
る
。

　

現
段
階
で
は
、
高
規
格
幹
線
道
路
深
川

留
萌
自
動
車
道
の
全
線
開
通
後
と
な
る

２
０
２
０
年
春
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
い

る
。
今
年
９
月
に
指
定
管
理
者
を
公
募
す
る
。

こんなことが決まりました 平成31年 第１回定例会
３月５日〜15日

　平成31年第１回定例会が11日間の会期で開催され、報告３件、議案27件、意見書案４件などを審
議しました。

【報　　告】
◦専決処分の報告について（訴えの提起について））	 ほか２件… …………………… 　……了
【議　　案】
◦平成30年度留萌市一般会計補正予算（第10号）
◦平成31年度留萌市一般会計予算
◦平成31年度留萌市国民健康保険事業特別会計予算
◦平成31年度留萌市後期高齢者医療事業特別会計予算
◦平成31年度留萌市介護保険事業特別会計予算
◦平成31年度留萌市港湾事業特別会計予算
◦平成31年度留萌市下水道事業特別会計予算
◦平成31年度留萌市水道事業会計予算
◦平成31年度留萌市病院事業会計予算
◦留萌市議会政務活動費交付条例の一部を改正する条例制定について
◦留萌市議会委員会条例の一部を改正する条例制定について	 ほか14件… …………………… 原案可決
◦留萌市教育委員会教育長の任命について	
◦留萌市監査委員の選任について	 … ……………………………… 同　　意
【意見書案】
◦妊婦が安心できる医療提供体制の充実と健康管理の推進を求める意見書
◦農林水産物・食品の輸出力強化を求める意見書	 ほか２件… …………………… 原案可決

【総務費】
Ｑ公共施設官民プロジェクトの活動
状況は。
Ａ年３回、テーマとして建替、機能
など基本構想に反映したい。
Ｑ昨年のブラックアウトを受けて防
災備蓄・資機材の現状を伺う。
Ａ大容量リチウムバッテリー電気自
動車から給電資機材を準備した
い。

【民生費】
Ｑ社会問題となっている児童虐待に
関する相談は寄せられているか。
Ａ平成29年度の相談件数108件の
中には、児童虐待と思われる相談
も存在する。
Ｑ保育園で待機児童が発生してい
る。保育士確保のために市が積極
的に取り組むべきでは。
Ａ保育の責務は市にあることから、
保育園を運営する団体と取り組ん
でいきたい。
Ｑ寺子屋・るもいっこ事業をさまざ
まな人との関わりを持たせることに
よって、継続的に取り組む考えは。
Ａ子どもを対象とした市や民間の事
業を一つにして成長させていける
よう取り組みたい。

【衛生費】
Ｑ健康の駅用地を約４千万円で取得
し市所有になったが、縛りのなく
なった事業内容は何か。
Ａ７月以降、歳入事業が可能となっ
たので、新年度に収益を得られる
事業を考えている。

【労働費】
Ｑ地元若者人材育成事業で、留萌高
校が商品開発している「カズモち
ゃん焼き（仮称）」販売場所はど
こか。

Ａ各種イベント開催時や道の駅での
販売を考え「地域ビジネス創出事
業（ＳＢＰ）」の取り組みの一つ
として進めたい。

【農林水産業費】　
Ｑ有害鳥獣駆除で、アライグマの出
没が増え、市民も農作物被害に苦
慮しているが、駆除方法は。
Ａアライグマの出没は激増し、30
年度65頭を捕獲。体長も大きい
ので31年度は、大きな箱ワナを
20台確保したい。
Ｑ新規漁業就業者支援事業は、予定
される就業者はいるのか。
Ａ１人を予定している。
【商工費】　　　　　　　　　
Ｑ西海岸集客力向上事業のオートキ
ャンプフェスティバル再開につい
て運営と実施時期を伺う。

▲写真説明

Ａ各団体に集まっていただき、過去
に中止に至った経緯などの検証も
行い、協議を進めたい。
Ｑ黄金岬海浜公園のトイレ設備を解
体するための予算が計上されてい

る。解体後の土地の再利用計画は。
Ａ31年度についてはトイレを解体
後、実施設計を行い次年度に供用
開始できるよう進めていきたい。

【土木費】　　　　　　　　　
Ｑ都市計画マスタープラン検証業務
委託はどのように行い、市は結果
をどのように生かしていくのか。

▲都市計画マスタープラン

Ａ新年度に業者を選定し、約１年間
をかけて行った後、庁内で課題を
検証しマチづくりに生かしたい。
Ｑ道路整備ストック事業の４路線９
カ所の進捗率を伺う。
Ａ計画は平成28年度から31年度ま
でなので次年度で完了する。
Ｑ三泊地区未竣工地測量のスケジュ
ールは。
Ａ用地確定測量後に部分的な竣工の
手続きを行う。部分的な竣工が終
わると新たな土地が生じるため、
手続きには１年間ほどかかるもの
と考えている。

【教育費】
Ｑアルペンスキー少年団も頑張って
いる。活動に関する予算を計上で
きないか。
Ａ関係団体と協議し、整備などに関
する要望があれば応えたい。
Ｑ留萌中学校整備事業で学校側から
要望はあったか。
Ａテニス部員の増加を受けてコート
の増設を要望されている。

予算審査特別委員会からの報告（一部抜粋）３月13日から15日まで予算審査特別委員会を開きました。

【議会広報常任委員会】
◦委員長／鵜城雪子◦副委員長／笠原昌史◦土田悦也◦米倉靖夫
　　　　　　　◦川口宏和◦戸水美保子◦村山ゆかり◦坂本守正

４年間、ご愛読いただき
ありがとうございました

▲昨年開催された「ＳＢＰ交流フェア」

▲再開が望まれる「オートキャンプ
フェスティバル」

	 … ……………………………… 同　　意

留萌市議会の一般質問は、
ＹｏｕＴｕｂｅで！
留萌市議会の一般質問は、
ＹｏｕＴｕｂｅで！

留萌市議会ホームページ
の「ライブ中継及び録画配
信はこちら」からＹｏｕＴ
ｕｂｅで視聴できます。

▲市民の注目度が高いＪＲ留萌線存続と
道の駅構想


